
記者発表資料 

平成２２年１１月１０日 

岩 手 河 川 国 道 事 務 所 

北上川下流河川事務所 

 

北上川水系の今後概ね３０年間の河川整備目標･内容を策定します 

～学識経験者等の意見を聴取するため 

「北上川水系河川整備学識者懇談会」を開催～ 

 

国土交通省東北地方整備局では、下記のとおり「第４回 北上川水系河川整備学

識者懇談会」を開催します。 

「北上川水系河川整備学識者懇談会」は、平成１８年１１月１日に策定した「北上

川水系河川整備基本方針」に沿って「北上川水系河川整備計画（国管理区間）」を策

定するにあたり、河川（治水・利水・環境・維持管理）に関して学識経験等を有す

る方々から意見を聴取するものです。この河川整備計画は、今後概ね３０年間の河

川整備の目標を明確にし、河川整備の具体的な内容を策定するものです。 

今回の懇談会は、河川整備計画における住民意見の募集を行うための計画素案に

ついて議論するものです。 

なお、河川整備計画（素案）については、後日住民意見募集の手続きを行う予定

です。 

 

日  時：平成２２年１１月１５日（月）１４:００～１６:３０ 

 

場  所：ホテルメトロポリタン盛岡 NEW WING 

 ４階 メトロポリタンホール南   

岩手県盛岡市盛岡駅前北通２番２７号 TEL：０１９－６２５－１２１１ 

 

内  容：１. 河川整備計画[国管理区間]（素案）について 

２. 河川整備計画[国管理区間]（素案）に関する住民意見の募集について 

 

※本会議は、公開としておりますので、一般の方も傍聴することができます。 

＜発表記者会 : 岩手県政記者クラブ 

宮城県政記者会、石巻記者クラブ、古川記者クラブ＞ 

 

問い合わせ先 

国土交通省 東北地方整備局 

【岩手河川国道事務所】 

住所 岩手県盛岡市上田四丁目２－２ 

TEL  ０１９－６２４－３１６６（調査第一課直通） 

副所長（河川）瀧澤 靖明（内線２０４） 

調査第一課長 鈴木 啓介（内線３５１） 

【北上川下流河川事務所】 

住所 宮城県石巻市蛇田字新下沼８０ 

TEL  ０２２５－９４－９８４７（調査課直通） 

副所長（技術）庄司 正彦（内線２０４） 

調査課長   齋藤 茂則（内線３５１） 

 



 

「北上川水系河川整備学識者懇談会」規約 
 

第１条（趣旨） 

    この規約は、「北上川水系河川整備学識者懇談会」（以下「懇談会」という。）

の設置について必要な事項を定める。  

 

第２条（目的） 

    この懇談会は、国土交通省東北地方整備局長が作成する「北上川水系河川整備計

画（大臣管理区間）」（以下「整備計画」という。）の素案について意見を述べる

とともに、河川整備計画策定後の各種施策の進捗に関して意見を述べるほか、河川

整備計画に基づいて実施される事業のうち、再評価、事後評価の対象事業の評価を

行い東北地方整備局長に対し、意見を述べるものとする。 

 

第３条（組織） 

懇談会は、東北地方整備局長が設置する。 

２ 懇談会の委員は、東北地方整備局長が委嘱する。 

 

第４条（懇談会） 

懇談会は、部会からの報告を受けた事項に関し調整を行うとともに、懇談会とし

ての意見をとりまとめる。 

２ 懇談会委員の任期は原則として 2 年とし、再任を妨げない。 

３ 懇談会は、委員総数の二分の一以上の出席をもって成立する。なお、委員の代理出

席は原則として認めない。 

 

第５条（部会） 

懇談会は、懇談会の下部組織として、上流部会と下流部会を設ける。  

２ 部会は、整備計画の具体的内容について議論を行い、懇談会に報告する。  

３ 部会の構成は、懇談会がこれを決定する。  

４ 部会は、部会委員総数の二分の一以上の出席をもって成立する。なお、委員の代理

出席は原則として認めない。  

 

第６条（座長及び部会長） 

懇談会には座長及び副座長を置き、部会には部会長及び副部会長を置く。  

２ 座長は、懇談会委員の互選により定める。 

３ 部会長は座長が指名する。なお、部会長は副座長を兼ねるものとする。 

４ 副部会長は部会長が指名する。  

５ 座長は懇談会を招集し、その運営と進行を総括する。 

６ 部会長は部会を招集し、その運営と進行を総括する。 

７ 座長に事故がある時は、副座長がその職務を代行する。 

８ 部会長に事故がある時は、副部会長がその職務を代行する。 

 

第７条（公開）  

懇談会及び部会の公開方法については、懇談会で定める。 

 

第８条（事務局） 

    懇談会及び部会の事務局は、東北地方整備局岩手河川国道事務所及び北上川下流

河川事務所におく。 



 

 

第９条（規約の改正） 

    本規約の改正は、委員総数の三分の二以上の同意を得てこれを行う。 

 

第 10 条（雑 則） 

    この規約に定めるもののほか、懇談会及び部会の運営に関し必要な事項は、座長

が懇談会に諮って定める。 

 

附 則（施行期日） 

    この規約は、平成１９年 ５月３１日より施行する。 

 



氏　　　名 　　　所　 　属　 　等

1 東 淳 樹 岩手大学　農学部　共生環境課程　講師

2 安　　　藤　　　　　　　　昭 北海商科大学　商学部　観光産業学科　教授

3 石 川 忠 晴 東京工業大学院　総合理工学研究科　教授

4 伊　　　藤　　　　　　　　彬 北上市長

5 伊 藤 康 志 大崎市長

6 海 田 輝 之 岩手大学　工学部　社会環境工学科　教授

7 占 部 城 太 郎 東北大学大学院　生命科学研究科　教授

8 小 沢 昌 記 奥州市長

9 勝　　　　部　　　　　　   修 一関市長

10 加　　　藤　　　　　　　　徹 宮城大学　食産業学部  環境システム学科　教授

11 亀　　　山　　　　　　　　紘 石巻市長

12 菅 野 文 夫 岩手大学　教育学部　学校教員養成課程　社会科教育科　教授

13 菊 池 多 賀 夫 元横浜国立大学大学院　環境情報研究院　教授

14 木 島 明 博
東北大学大学院　農学研究科　農学部附属
複合生態フィールド教育研究センター　教授

15 木 村 美 智 子 茨城大学　教育学部　准教授

16 堺 茂 樹 岩手大学　工学部長

17 澤 本 正 樹 東北大学　名誉教授

18 首 藤 伸 夫 東北大学　名誉教授

19 高 崎 み つ る 石巻専修大学　理工学部　生物生産工学科　教授

20 竹 原 明 秀 岩手大学　人文社会科学部　環境科学課程　環境科学　教授

21 伊 達 宗 弘 仙台大学　客員教授、　宮城県図書館顧問

22 谷 藤 裕 明 盛岡市長

23 千 葉 啓 子 岩手県立大学　盛岡短期大学部　生活科学科　教授

24 広 田 純 一 岩手大学　農学部　共生環境課程　教授

25 布 施 孝 尚 登米市長

26 由 井 正 敏 東北鳥類研究所　所長

計　２６名

敬称略、５０音順

「北上川水系河川整備学識者懇談会」委員名簿




